
超音波診断装置（泌尿器科用）仕様書

1. 調達物品機器構成
（品名） 超音波診断装置（泌尿器科用）    １式

     （構成内訳）
   （１） 超音波診断装置本体 １式
   （２） 白黒プリンタ         １台
   （３） ゼリーウォーマー         １式
   （４） DICOM 転送機能ソフト         １式
   （５） エラストグラフィソフト １式
   （６） コンベックスプローブ １本
   （７） 高周波リニアプローブ         １本
   （８） 経直腸用バイプレーンプローブ（コンベ/リニア） １本
   （９） 低周波リニアプローブ（下肢血管用） １本
   （10） 術中用リニアプローブ（ドロップイン） １本
   （11） 穿刺アダプタ（経直腸プローブ用）         １式
   （12） 磁気カードリーダ     １式

2. 納入場所・期限
納入場所：神奈川県横浜市旭区中尾 2-3-2 神奈川県立がんセンター
納入期限：令和６年３月 22 日まで

3. 仕様および性能
１ 画面表示モニタは 19インチ以上のLCDディスプレイで、左右上下方向に位置調整が可能なこと。
２ ４本以上の探触子を同時に装着し、操作パネルで切り替えて使用が可能であること。

３ 白黒プリンタが搭載出来ること。

４ カラードプラ機能、パワードプラ機能を有していること。

５ 経直腸用バイプレーンプローブはコンベックスとリニアのバイプレーンであり、経陰会式生

検が可能であること。

６ 経直腸用バイプレーンプローブは 2断面のリアルタイム像を表示が可能であること。

７ 経直腸用バイプレーンプローブにてストレインエラストグラフィ機能が可能であること。

８ 2 つの異なるサンプルポイントにてドプラ波形を表示する機能を有していること。

９ 高周波リニアプローブにはプローブヘッドに目盛りが設けられており、それに対応したラインを

B モード画像上に表示できる機能を有すること。

10 術中用リニアプローブ（ドロップイン）は、院内オペ室に既設の ARIETTA70 に接続可能であり、

ロボット手術時にロボットアームの鉗子で把持して走査ができること。

11 低周波リニアプローブ（下肢血管用）は院内検査科に既設の ARIETTA850SE に接続可能なこと。

12 富士フイルム製 PACS に DICOM ストレージ接続を行うこと。

４．保守点検体制

１ 納入後１年間は無償にて定期点検・調整及び故障修理等を随時行うこと。

２ 本物品に必要な消耗品及び故障時等の物品について納入後６年間の供給が確保されていること。

３ 機器の耐用年数期間（６年）は、障害時において、代替機の貸し出し等、復旧のための対応が出

来ること。

５．その他要件

１ 仕様書の表現を独自の判断で解釈することなく、必ず詳細は事前に当センターに確認すること。

２ 入札機器は、医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性の確保等に関する法律に基づく医

療用具の承認を得ている物品であること。

３ 取扱説明に関する教育訓練を発注者が指定する日時・場所で行うこと。


